
ホ
イ
ス
ト
の
た
め
の

準
備
を
行
う
隊
員

島
、
愛
媛
、
高
知
県
庁

に
連
絡
員
を
派
遣
し
自

治
体
か
ら
の
被
害
状
況

の
把
握
や
自
衛
隊
の
行

動
に
関
す
る
連
絡
調
整

を
行
う
と
と
も
に
、
空

地
か
ら
の
偵
察
に
よ
り

被
害
状
況
や
道
路
状
況

な
ど
を
収
集
す
る
ほ
か
、

津
波
避
難
タ
ワ
ー
に
孤

立
し
た
住
民
を
救
助
す

る
た
め
、
ヘ
リ
か
ら
の

ホ
イ
ス
ト
救
助
訓
練
を

行
っ
た
。

関
係
機
関
等
と
の
実

動
に
よ
る
共
同
訓
練
と

し
て
第
14
飛
行
隊
は
、

四
国
の
最
東
端
に
あ
る

西日本高速道路（株）と連携し
高速道路の段差を解消

旅団長統率方針「万事任務が基準」
旅団長要望事項「実力の進化」「地域との連携」
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し こ く
１

令和５年度旅団災害対処演習 （１面）

令和５年度旅団音楽まつり （１面）

中部方面特科隊廃止行事 （１・６面）

人事往来 （２面）

主な記事

令和５年度旅団災害対処演習

旅団唯一の火力戦闘部隊

避難タワーからホイストを使用した救助訓練の実施
久礼第１号津波避難タワー

洗
練
さ
れ
た
演
奏
で

会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
る

関
連
＝
❹
面

―能登半島地震を踏まえ、私達にできる備え―

第
14
旅
団
（
旅
団
長

大
場
剛
陸
将
補
）
は
、
２
月

上
旬
、
旅
団
の
災
害
対
処
能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
関
係
機
関
の
参
加
を
得
て
「
令
和
５
年
度
旅

団
災
害
対
処
演
習
」
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
に
よ
り
四
国

内
に
甚
大
な
被
害
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
規
模

震
災
災
害
派
遣
が
命
ぜ
ら
れ
た
と
の
想
定
の
下
に
行
わ

れ
た
。
発
災
後
、
各
部
隊
は
速
や
か
に
指
揮
所
を
立
ち

上
げ
情
報
収
集
と
並
行
し
て
司
令
部
と
の
通
信
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
津
波
の
影
響
が
予
想
さ
れ
る
駐
屯
地

で
は
津
波
か
ら
の
避
難
行
動
を
演
練
し
た
。
ま
た
、
徳

徳
島
県
阿
南
市
伊
島
に
お
い
て

地
震
に
よ
り
電
力
が
喪
失
し
た

と
の
想
定
で
四
国
電
力
株
式
会

社
及
び
四
国
電
力
送
配
電
株
式

会
社
と
連
携
し
、
電
力
復
旧
の

た
め
に
必
要
な
人
員
・
資
機
材

を
自
衛
隊
の
ヘ
リ
に
よ
り
離
島

へ
の
空
輸
を
行
い
、
第
15
即
応

機
動
連
隊
は
、
西
日
本
高
速
道

路
株
式
会
社
四
国
支
社
と
連
携

し
、
緊
急
開
口
部
を
活
用
し
た

高
速
道
路
へ
の
進
入
、
進
出
及

び
段
差
の
解
消
を
行
っ
た
。

訓
練
最
終
日
に
は
、
部
外
関

係
機
関
ら
が
参
加
し
、
自
衛
隊

の
災
害
対
処
器
材
を
見
学
す
る

と
と
も
に
能
登
半
島
地
震
の
現

状
を
踏
ま
え
、
南
海
ト
ラ
フ
地

震
対
処
に
お
い
て
、
今
後
の
取

り
組
む
べ
き
課
題
を
議
論
す
る

等
、
更
な
る
連
携
強
化
の
資
を

得
る
こ
と
が
で
き
た
。

第
14
旅
団
は
、
本
訓
練
に
お

け
る
教
訓
を
も
と
に
、
南
海
ト

ラ
フ
地
震
対
処
の
実
効
性
を
更

に
向
上
さ
せ
て
い
く
。

人命救助セットの操作教育

第
14
旅
団
は
、
令
和
６
年
３
月
２
日
（
土
）
、
レ
ク
ザ

ム
ホ
ー
ル
（
香
川
県
県
民
ホ
ー
ル
）
に
お
い
て
、
「
令
和

５
年
度
旅
団
音
楽
ま
つ
り
」
を
開
催
し
た
。

本
行
事
は
、
音
楽
を
通
し
て
陸

上
自
衛
隊
・
第
14
旅
団
を
よ
り
身

近
に
感
じ
て
も
ら
う
と
と
も
に
活

動
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
た
。

第
14
音
楽
隊
（
隊
長

中
福
島

昭
洋
２
等
陸
尉
）
は
、
「
Ｆ
ａ
ｖ

／
Ｆ
ａ
ｖ
ｅ
～
推
し
事
～
」
を

テ
ー
マ
と
し
、
隊
員
の
姿
や
旅
団

の
活
動
を
含
め
た
「
お
仕
事
」
を

紹
介
し
、
来
場
者
が
第
14
旅
団
を

お
気
に
入
り
（
推
し
）
と
し
て
感

じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
願
い
を

込
め
て
演
奏
・
演
技
を
行
っ
た
。

当
日
は
、
約
１
，
５
０
０
名
の

方
々
に
来
場
い
た
だ
き
、
第
14
音

楽
隊
の
演
奏
に
加
え
、
各
部
隊
か

ら
選
抜
さ
れ
た
ら
っ
ぱ
隊
に
よ
る

ら
っ
ぱ
演
奏
、
善
通
寺
十
五
聯
太

鼓
・
土
佐
50
連
龍
馬
太
鼓
に
よ
る

太
鼓
演
舞
、
演
奏
と
映
像
と
の
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
加
え
旅
団
内

各
部
隊
の
代
表
隊
員
に
よ
る
歌
唱

な
ど
を
含
め
全
15
曲
を
演
奏
し
、

来
場
者
に
感
動
を
与
え
る
ス
テ
ー

ジ
を
演
出
し
た
。

音
楽
ま
つ
り
中
盤
に
は
、
音
楽
隊
歌
姫
の
歌
唱

に
加
え
、
音
楽
隊
員
、
ら
っ
ぱ
隊
、
太
鼓
隊
に
よ

る
大
規
模
な
ヲ
タ
芸
ダ
ン
ス
を
披
露
し
、
来
場
者

に
よ
る
手
拍
手
も
相
ま
っ
て
会
場
内
は
大
い
に
沸

い
た
。

来
場
者
の
コ
メ
ン
ト
に
は
、
「
躍
動
感
あ
ふ
れ

る
演
奏
で
し
た
。
」
「
感
動
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
応
援
し
て
い
ま
す
。
」
「
陸
上
自
衛

隊
及
び
第
14
旅
団
に
大
変
興
味
を
持
ち
ま
し

た
。
」
な
ど
多
数
の
温
か
い
言
葉
を
い
た
だ
き
、

盛
会
の
う
ち
に
終
幕
し
た
。

中部方面特科隊廃止
中部方面特科連隊第４大隊へ

第
14
旅
団
は
、
３
月
19
日
、
松
山
駐

屯
地
（
愛
媛
県
）
に
お
い
て
、
中
部
方

面
特
科
隊
の
廃
止
行
事
を
行
っ
た
。

中
部
方
面
特
科
隊
（
隊
長

細
川
香

宣
１
等
陸
佐
）
は
、
平
成
30
年
の
中
期

防
衛
力
整
備
計
画
の
見
直
し
の
集
大
成

と
し
て
、
陸
上
自
衛
隊
の
新
た
な
る
体

制
へ
の
第
一
歩
と
な
る
べ
く
廃
止
さ
れ
、

新
編
さ
れ
る
方
面
隊
直
轄
の
特
科
部
隊

に
集
約
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

隊
旗
返
還
式
に
お
い
て
部
隊
の
象
徴

で
あ
る
隊
旗
を
細
川
１
佐
か
ら
受
け

取
っ
た
旅
団
長
は
訓
示
に
お
い
て
、
こ

れ
ま
で
の
特
科
隊
の
歴
史
に
触
れ
、
先

隊旗を受け取る旅団長（写真：左）

オ
ー
プ
ニ
ン
グ

関
連
＝
❺
面

関
連
＝
❻
面

人
た
ち
へ
の
感
謝
を
述
べ
る
と
と
も
に
「
新
編
部
隊
に
お
い
て
も
四
国

地
区
所
在
部
隊
と
し
て
第
14
旅
団
と
連
携
し
防
衛
警
備
及
び
災
害
派
遣

等
の
任
務
に
邁
進
す
る
と
と
も
に
新
生
中
部
方
面
特
科
連
隊
の
一
員
と

し
て
、
更
な
る
団
結
と
技
術
の
錬
磨
に
励
ん
で
も
ら
い
た
い
。
」
と
呼

び
か
け
た
。



隊長の激励を受ける駐屯地に到着 服務の宣誓の実施

色とりどりの「のぼり」と
熱い声援を背に競技に臨む隊員達

第
50
普
通
科
連
隊
は
、
２
月
29

日
、
高
知
駐
屯
地
に
お
い
て
実
施

さ
れ
た
「
第
５
回
四
国
銃
剣
道
大

会
土
佐
黒
潮
杯
」
に
参
加
し
た
。

第
50
普
通
科
連
隊
は
、
団
体
戦

に
お
い
て
総
合
優
勝
し
、
大
会
３

連
覇
を
達
成
し
た
。

ま
た
、
個
人
戦
に
お
い
て
は
陸

曹
の
部
で
上
村
直
也
２
等
陸
曹
が

優
勝
、
八
木
達
也
３
等
陸
曹
が
第

３
位
、
陸
士
１
任
期
以
上
の
部
で

は
、
山
中
飛
龍
陸
士
長
が
優
勝
、

濱
田
陸
陸
士
長
が
第
３
位
、
陸
士

１
任
期
未
満
の
部
で
は
、
田
坂
陸

真
陸
士
長
が
優
勝
、
山
本
侑
志
陸

士
長
が
第
２
位
、
中
津
楓
陸
士
長

が
第
３
位
の
成
績
を
収
め
た
。

銃
剣
道
訓
練
隊
は
、
今
大
会
の

結
果
に
満
足
す
る
こ
と
な
く
今
後

も
日
々
の
訓
練
に
邁
進
す
る
所
存

で
あ
る
。

２ しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１８７号 令和６年（2024年）２・３月四 国

第１５即応機動連隊

第５０普通科連隊

第
15
即
応
機
動
連
隊
（
連
隊
長

徳
淵
文

雄
１
等
陸
佐
）
は
、
３
月
７
日
、
善
通
寺
駐

屯
地
に
お
い
て
、
「
令
和
５
年
度
銃
剣
道
連

隊
長
杯
」
を
実
施
し
た
。

本
大
会
は
、
士
気
高
揚
と
団
結
強
化
を
目

的
と
し
、
銃
剣
道
養
成
訓
練
に
参
加
中
の
陸

士
隊
員
（
訓
練
隊
所
属
３
ヶ
月
以
内
）
を
対

象
に
行
わ
れ
た
。

訓
練
隊
担
任
官
（
１
普
中
長

永
吉
和
広

３
等
陸
佐
）
に
よ
る
開
会
宣
言
に
続
き
、
徳

淵
連
隊
長
は
「
敢
闘
精
神
の
発
揮
」
「
安
全

管
理
」
の
２
点
を
要
望
し
た
。
ま
た
、
来
賓

を
代
表
し
て
挨
拶
し
た
氏
家
寿
士
氏
（
香
川

県
銃
剣
道
連
盟
会
長
）
は
、
「
日
頃
の
練
成

成
果
を
発
揮
し
優
勝
目
指
し
て
頑
張
れ
！
」

と
激
励
さ
れ
、
選
手
宣
誓
を
実
施
し
た
選
手

代
表
の
藤
原
瑠
希
也
１
等
陸
士
は
、
３
カ
月

中部方面特科隊

若
年
隊
員
に
至
る
ま
で
炊
事

能
力
の
向
上
を
図
る
こ
と
が

で
き
た
。
な
お
、
炊
事
競
技

会
は
、
昨
年
度
優
勝
し
た
第

１
中
隊
を
僅
差
で
破
っ
た
本

部
管
理
中
隊
が
栄
冠
に
輝
い

た
。隊

は
、
本
競
技
会
で
得
ら

れ
た
成
果
を
今
後
の
練
成
訓

練
、
実
任
務
等
に
反
映
さ
せ

て
い
く
所
存
で
あ
る
。

第１４後方支援隊

転 入

令
和
６
年
３
月
18
日
付

人 事 往 来

第
６
師
団
司
令
部

（
第
50
普
通
科
連
隊
長
）

１
等
陸
佐

山
内

和
也

東
部
方
面
情
報
処
理
隊

（
第
14
情
報
隊
長
）

２
等
陸
佐

甲
斐

清
博

防
衛
装
備
庁

（
第
14
高
射
特
科
隊
長
）

２
等
陸
佐

鶴
ヶ
野
翔
太

西
部
方
面
総
監
部

（
第
14
通
信
隊
長
）

２
等
陸
佐

小
野
田

怜

第
１
音
楽
隊

（
第
14
音
楽
隊
長
）

２
等
陸
尉

中
福
島
昭
洋

九
州
補
給
処

（
第
14
旅
団
司
令
部
火
力
調
整
部
長
）

２
等
陸
佐

鬼
塚

崇
旬

小
平
学
校

（
第
14
旅
団
司
令
部
会
計
課
長
）

３
等
陸
佐

榎

洋
史

第
50
普
通
科
連
隊
長

（
教
育
訓
練
研
究
本
部
）

１
等
陸
佐

水
関

謙
作

第
14
情
報
隊

（
陸
上
幕
僚
監
部
）

２
等
陸
佐

濱
田

安
彦

第
14
高
射
特
科
隊
長

（
陸
上
幕
僚
監
部
）

２
等
陸
佐

渡
辺

大
嗣

第
14
通
信
隊
長

（
防
衛
装
備
庁
）

２
等
陸
佐

脇
田
祐
一
朗

第
14
音
楽
隊
長

（
中
央
音
楽
隊
付
）

１
等
陸
尉

平
林

誠

第
14
旅
団
司
令
部
火
力
調
整
部
長

（
防
衛
装
備
庁
）

２
等
陸
佐

田
久
保

智

第
14
旅
団
司
令
部
会
計
課
長

（
北
部
方
面
会
計
隊
）

３
等
陸
佐

佐
藤

廣
紀

令
和
６
年
３
月
18
日
付

各銃剣道大会で成果を残す

連隊長杯

の
練
成
成
果
を
発
揮
し
戦
い
抜
く
こ
と

を
誓
っ
た
。

競
技
開
始
後
、
各
道
場
に
お
い
て
し

の
ぎ
を
削
る
選
手
た
ち
は
、
中
隊
先
輩

隊
員
達
の
熱
の
こ
も
っ
た
声
援
を
受
け
、

勝
ち
を
追
求
し
な
が
ら
も
礼
儀
を
重
ん

じ
、
正
々
堂
々
と
中
隊
の
代
表
と
し
て

各
道
場
に
お
い
て
躍
動
し
、
連
隊
長
要

望
事
項
等
を
見
事
に
体
現
し
て
見
せ
た
。

一
件
の
事
故
も
な
く
盛
会
の
う
ち
に

競
技
は
終
了
し
、
競
技
を
計
画
・
運
営

し
た
銃
剣
道
基
幹
隊
員
及
び
担
任
中
隊

が
安
堵
の
表
情
を
浮
か
べ
る
中
、
参
加

し
た
選
手
達
の
目
は
、
本
競
技
会
で
得

た
成
果
を
も
と
に
、
次
の
目
標
に
向

か
っ
て
い
た
。

連
隊
は
引
き
続
き
、
あ
ら
ゆ
る
訓
練

機
会
を
通
じ
、
「
健
全
か
つ
精
強

な
連
隊
を
育
成
」
し
、
任
務
達
成

に
向
け
邁
進
す
る
。

土
佐
黒
潮
杯

ら
っ
ぱ
・炊
事
競
技
会
の
実
施

中
部
方
面
特
科
隊
（
隊
長

細
川
香
宣
１
等
陸
佐
）
は
、
２

月
下
旬
、
松
山
駐
屯
地
に
お
い

て
「
令
和
５
年
度
ら
っ
ぱ
競
技

会
」
及
び
「
令
和
５
年
度
炊
事

競
技
会
」
を
実
施
し
た
。

ら
っ
ぱ
競
技
会
は
、
能
登
半
島
地
震

に
係
る
災
害
派
遣
中
の
た
め
、
個
人
戦

の
み
が
行
わ
れ
、
高
田
泰
行
陸
士
長
が

見
事
２
連
覇
を
果
た
し
た
。
高
田
士
長

は
、
準
優
勝
を
獲
得
し
た
上
河
葵
陸
士

長
と
共
に
、
令
和
５
年
度
中
部
方
面
音

楽
ま
つ
り
及
び
旅
団
音
楽
ま
つ
り
の
選

抜
ら
っ
ぱ
隊
に
も
選
ば
れ
た
隊
の
輝
け

る
星
で
あ
る
。

ま
た
、
炊
事
競
技
会
で
は
、
災
害
派

遣
時
の
水
や
燃
料
が
制
約
さ
れ
た
状
況

下
に
お
け
る
「
サ
バ
イ
バ
ル
レ
シ
ピ
」

と
い
う
想
定
で
競
技
を
行
い
、
各
中
隊

の
創
意
工
夫
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

らっぱ競技会の様子

炊事競技会の様子

一瞬の隙をつく隊員

団体戦優勝 第３普通科中隊
左から大坪１士、山口１士、原田１士

個人戦入賞者
左から高原１士、土居士長、笠原１士

第
14
後
方
支
援
隊
（
隊
長

佐
藤
欣
央

１
等
陸
佐
）
は
、
３
月
中
旬
、
善
通
寺
駐

屯
地
及
び
我
拝
師
山
（
善
通
寺
市
）
に
お

い
て
、
幹
部
任
官
行
事
を
実
施
し
た
。

急傾斜を下る隊員
（我拝師山）

表彰式の様子

第
１
整
備
中
隊
の
大
淵
み
や
び
３
等
陸
尉
、

即
応
機
動
直
接
支
援
中
隊
の
關
裕
太
郎
３
等
陸

尉
、
補
給
中
隊
の
浅
田
竜
輝
３
等
陸
尉
は
、
我

拝
師
山
（
捨
身
ヶ
嶽
）
を
踏
破
し
、
善
通
寺
駐

屯
地
に
お
い
て
、
申
告
、
服
務
の
宣
誓
及
び
所

信
表
明
に
よ
り
決
意
を
新
た
に
す
る
と
と
も
に

幹
部
と
し
て
の
自
覚
及
び
第
14
後
方
支
援
隊
へ

の
帰
属
意
識
を
醸
成
し
た
。

転 出

防
衛
大
学
校
付

（
中
部
方
面
特
科
隊
長
）

１
等
陸
佐

細
川

香
宣

令
和
６
年
３
月
21
日
付



令和６年能登半島地震
災 害 派 遣

災
害
派
遣
に
参
加
し
た
小
隊
長

（
澤
尻
卓
己
２
等
陸
尉
）
は
、
「
厳

し
い
地
形
・
気
象
状
況
の
中
で
の
活

動
は
困
難
を
極
め
ま
し
た
が
、
地
域

の
皆
様
に
寄
り
添
う
一
心
で
関
係
各

所
と
連
携
し
任
務
を
遂
行
し
ま
し
た
。

物
資
を
届
け
た
時
の
被
災
者
の
顔
に

は
安
堵
の
表
情
が
広
が
り
、
支
え
合

い
の
大
切
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
」

と
語
り
、
長
野
大
稀
１
等
陸
士
は

「
不
安
と
緊
張
が
あ
り
ま
し
た
が
、

被
災
者
の
為
に
活
動
出
来
て
い
る
と

思
う
と
頑
張
れ
ま
し
た
。

第
14
情
報
隊
（
隊
長

甲
斐
清
博
２
等
陸
佐
）
は
、

２
月
下
旬
か
ら
３
月
上
旬

ま
で
の
間
、
善
通
寺
駐
屯

地
に
お
い
て
、
格
闘
練
成

及
び
検
定
を
実
施
し
た
。

指
導
資
格
を
保
有
す
る

隊
員
を
教
官
と
し
て
、
検

定
に
向
け
て
練
成
に
臨
ん

だ
。
今
年
入
隊
し
初
め
て

格
闘
を
経
験
す
る
隊
員
も

お
り
、
熱
心
に
教
官
の
説

明
に
耳
を
傾
け
た
。

今
回
初
め
て
参
加
し
た
、

谷
田
拓
海
陸
士
長
は
「
沢

山
の
技
を
練
成
し
ま
し
た

が
、
前
方
回
転
受
け
身
が

自
分
の
中
で
一
番
難
し
く

苦
労
し
ま
た
。
」
と
語
っ

た
。最

後
に
、
練
成
し
た
技

を
遺
憾
な
く
発
揮
し
全
員

が
検
定
に
合
格
し
た
。

熱心に指導する教官

格闘練成の様子

総合訓練からの帰還報告

84
㎜
無
反
動
砲
射
撃

指
向
性
散
弾
に
よ
る

障
害
構
成

一人前の斥候員
になるべく

３

第１４偵察隊

第
14
偵
察
隊
（
隊
長

堀
慎
也
２
等
陸
佐
）
は
、
１
月
中
旬

か
ら
２
月
下
旬
ま
で
の
間
、
令
和
５
年
度
陸
士
特
技
課
程
「
偵

察
」
を
担
任
し
、
旅
団
内
各
部
隊
か
ら
集
ま
っ
た
11
名
に
対
し

て
、
斥
候
員
と
し
て
の
知
識
・
技
能
等
を
修
得
さ
せ
る
と
と
も

に
、
必
要
な
資
質
を
向
上
さ
せ
た
。

本
教
育
は
、
情
報
、
地
図
の
見
方
、
各
種
車
両
・
火
器
・
通

信
器
材
の
操
作
及
び
偵
察
・
警
戒
行
動
な
ど
の
基
礎
的
な
教
育

の
他
、
機
関
銃
射
撃
、
爆
破
、
空
路
潜
入
及
び
山
地
機
動
等
の
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第１４情報隊

第 １ ４ 高 射 特 科 隊

第
14
高
射
特
科
隊
（
隊
長

鶴
ケ
野
翔
太
２
等
陸
佐
）
は
、

１
月
上
旬
か
ら
２
月
中
旬
ま
で

の
間
、
石
川
県
能
登
町
に
お
い

て
、
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震

災
害
派
遣
活
動
に
参
加
し
た
。

地
震
発
生
直
後
か
ら
迅
速
な

出
動
準
備
を
完
整
さ
せ
、
石
川

県
能
登
町
へ
前
進
し
、
物
資
輸

送
支
援
任
務
に
当
た
っ
た
。

陸
士
特
技
課
程
「偵
察
」を
担
任

危
険
を
伴
う
訓
練
を
駐
屯
地
・
演
習

場
並
び
に
香
川
県
内
の
山
岳
を
使
用

し
て
実
施
し
た
。

総
合
訓
練
で
は
、
即
応
態
勢
の
重

要
さ
を
改
め
て
認
識
さ
せ
る
た
め
訓

練
非
常
呼
集
に
よ
り
開
始
さ
れ
た
。

当
初
、
総
重
量
約
30
㎏
の
背
の
う
等

を
背
負
い
、
昼
夜
に
わ
た
り
地
図
と

コ
ン
パ
ス
の
み
を
頼
り
に
目
標
地
域

に
山
地
機
動
し
、
到
着
後
は
、
速
や

か
に
敵
の
進
出
状
況
・
防
御
要
領
を

監
視
し
た
。

夜
間
を
活
用
し
た
斥
候
で
は
、
敵

陣
深
く
ま
で
隠
密
に
潜
入
し
、
敵
情

の
細
部
を
解
明
す
る
等
、
一
連
の
偵

察
行
動
を
行
っ
た
。
不
眠
不
休
で

行
っ
た
本
訓
練
は
、
全
隊
員
が
不
撓

不
屈
の
精
神
と
同
期
の
絆
の
も
と
無

事
に
任
務
を
完
遂
し
、
担
任
官
に
帰

還
報
告
を
行
い
、
そ
の
幕
を
閉
じ
た
。

約
６
週
間
に
お
よ
ぶ
厳
し
い
教
育

に
よ
り
学
生
た
ち
は
よ
う
や
く
斥
候

員
と
し
て
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立

つ
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
は
、
各
部

隊
に
お
い
て
一
人
前
の
斥
候
員
に
な

る
べ
く
更
な
る
努
力
を
期
待
す
る
。

こ
の
経
験
を
忘
れ
ず
、
任
務
に
邁

進
し
て
い
き
た
い
で
す
。
」
と
充

実
し
た
表
情
で
語
っ
て
い
た
。

今
後
も
国
民
の
負
託
に
応
え
る

べ
く
第
14
高
射
隊
は
各
種
訓
練
を

充
実
す
る
と
と
も
に
地
域
と
の
連

携
を
図
り
、
即
応
態
勢
を
確
立
・

維
持
さ
せ
る
。

格闘検定の実施

第
14
施
設
隊
（
隊
長

𠮷
田
正
幸
２
等
陸

佐
）
は
、
２
月
中
旬
か
ら
下
旬
ま
で
の
間
、

日
本
原
演
習
場
（
岡
山
県
）
及
び
あ
い
ば
野

演
習
場
（
滋
賀
県
）
に
お
い
て
「
隊
訓
練
」

を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
前
段
に
部
隊
装
備
火
器
射
撃

（
84
㎜
無
反
動
砲
、
個
人
用
携
帯
対
戦
車
弾

等
）
、
後
段
に
爆
破
訓
練
（
指
向
性
散
弾
、

対
戦
車
地
雷
、
破
壊
筒
、
道
路
爆
破
等
）
及

び
手
榴
弾
投
て
き
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
に
至
る
ま
で
の
間
、
武
器
の
取
り

扱
い
教
育
や
射
撃
予
習
及
び
爆
破
予
習
を
幾

度
と
な
く
実
施
し
て
、
段
階
的
に
練
度
を
向

上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
各
隊
員
に
対
し
、
訓

練
目
的
に
対
す
る
目
標
を
設
定
さ
せ
意
義
あ

る
訓
練
と
な
る
よ
う
準
備
を
行
っ
た
。

本
訓
練
を
通
じ
、
更
な
る
射
撃
能
力
の
向

上
及
び
施
設
科
隊
員
と
し
て
の
技
能
向
上
を

図
る
こ
と
が
出
来
た
。

第１４施設隊

部
隊
装
備
火
器
射
撃

爆
破
訓
練
を
実
施

空路潜入訓練

生地での山地機動訓練 爆破訓練 地図判読訓練

自治体と連携し支援を行う様子

各避難所に物資を届ける隊員

破壊筒による人員用通路の開設



炊事訓練の様子

派
遣
部
隊
現
地
出
発

化
学
支
援
活
動
訓
練

第
14
旅
団
司
令
部
付
隊
（
隊
長

菅

貴
光
３
等
陸
佐
）
は
、
２
月
上

旬
、
旅
団
災
害
対
処
演
習
に
合
わ
せ

て
災
害
対
処
訓
練
を
実
施
し
た
。

本
訓
練
は
、
隊
員
の
一
部
が
被
災

し
、
派
遣
準
備
の
中
核
を
担
う
隊
員

が
登
庁
で
き
な
い
中
、
指
揮
所
の
開

設
、
生
活
支
援
に
必
要
な
資
材
の
準

備
・
積
載
、
炊
事
等
に
つ
い
て
、
未

経
験
隊
員
を
主
体
に
訓
練
を
実
施
し

た
。

こ
の
際
、
「
何
が
、
ど
こ
に
あ
っ
て
、

ど
の
よ
う
に
準
備
す
る
の
か
？
」
を

重
視
し
て
訓
練
を
行
い
、
参
加
し
た

隊
員
は
戸
惑
い
な
が
ら
も
着
実
に
派

遣
準
備
を
完
整
し
た
。

訓
練
後
の
意
見
交
換
に
お
い
て
隊

員
か
ら
は
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
に

派
遣
準
備
す
る
た
め
に
、
如
何
に
平

素
か
ら
の
準
備
が
重
要
か
、
特
に

術
科
試
験
に
お
い
て
は
器
材
の
取

扱
要
領
、
通
信
術
等
特
技
の
特
徴
に

応
じ
た
能
力
を
３
人
か
ら
６
人
程
度

の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
実
技
で
も
っ
て
、

通
信
所
の
開
設
か
ら
ア
ン
テ
ナ
の
建

柱
及
び
有
線
構
成
の
手
順
、
指
揮
動

作
及
び
安
全
管
理
な
ど
を
評
価
す
る
。

特
に
こ
の
術
科
試
験
で
は
、
準
備

４

第
14
通
信
隊
（
隊
長

小
野
田
怜

２
等
陸
佐
）
は
、
1
月
下
旬
か
ら
２

月
上
旬
ま
で
の
間
、
善
通
寺
駐
屯
地

に
お
い
て
「
令
和
５
年
度
特
技
検

定
」
を
実
施
し
た
。

本
検
定
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
暗

号
電
信
、
シ
ス
テ
ム
運
営
及
び
写
真

と
い
う
４
つ
の
特
技
（
専
門
分
野
）

第１４通信隊

第
14
特
殊
武
器
防
護
隊
（
隊
長

西
原
清
隆

３
等
陸
佐
）
は
、
２
月
上
旬
、
「
令
和
５
年
度

旅
団
災
害
対
処
演
習
」
に
参
加
し
た
。

当
初
、
部
隊
展
開
地
域
及
び
機
動
経
路
の
偵

察
を
行
う
初
動
派
遣
部
隊
の
派
遣
及
び
原
子
力

災
害
に
お
け
る
除
染
活
動
を
行
う
化
学
支
援
隊

を
小
野
訓
練
場
（
愛
媛
県
）
ま
で
推
進
さ
せ
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
対
処
に
お
け
る
計
画
の
実
効

性
及
び
災
害
対
処
能
力
の
向
上
を
図
っ
た
。

ま
た
、
生
活
支
援
隊
（
給
水
等
）
と
し
て
の

任
務
を
付
与
さ
れ
た
場
合
を
想
定
し
、
高
知
県

内
の
活
動
が
見
積
も
ら
れ
る
地
域
を
偵
察
し
、

活
動
地
域
の
地
形
等
を
把
握
し
て
隊
の
災
害
派

遣
計
画
へ
の
反
映
事
項
を
得
た
。
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第１４旅団司令部付隊

通
信
科
隊
員
と
し
て
の
登
竜
門

各
種
特
技
検
定
の
実
施

に
分
か
れ
て
、
学
科
試
験
と
術
科
試

験
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

学
科
試
験
に
お
い
て
は
、
通
信
科

隊
員
と
し
て
の
一
般
的
事
項
や
特
技

毎
の
基
礎
と
な
る
理
論
、
規
則
、
技

術
的
な
知
識
、
ま
た
関
係
す
る
器
材

の
性
能
や
取
扱
操
作
要
領
に
つ
い
て

問
わ
れ
る
。

段
階
か
ら
各
グ
ル
ー
プ
長
に
よ
っ
て

必
要
資
材
の
見
積
も
り
と
準
備
を
行

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
今
回

初
め
て
長
と
し
て
隊
員
を
指
揮
す
る

隊
員
は
、
慣
れ
な
い
こ
と
も
多
く
混

乱
し
た
様
子
で
あ
っ
た
が
、
特
技
検

定
を
通
し
て
一
段
と
大
き
く
成
長
し

た
姿
を
見
せ
て
く
れ
た
。

第１４飛行隊

私
は
、
第
14
飛
行
隊
整
備
班
の
航
空
機

整
備
手
と
し
て
、
日
頃
か
ら
航
空
機
の
整

備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震

等
の
災
害
発
生
時
に
は
、
航
空
機
の
ホ
イ

ス
ト
装
置
を
使
用
し
て
人
命
救
助
を
行
い

ま
す
。
今
回
は
、
令
和
６
年
２
月
に
実
施

さ
れ
た
旅
団
災
害
対
処
訓
練
を
通
じ
て
、

感
じ
た
こ
と
を
投
稿
し
ま
す
。

今
回
の
災
害
対
処
訓
練
は
２
日
間
に

亘
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
１
日
目
は
発
災

直
後
の
初
動
対
応
訓
練
で
す
。
格
納
庫
に

あ
る
航
空
機
を
エ
プ
ロ
ン
に
搬
出
、
そ
の

後
被
害
状
況
把
握
の
た
め
の
航
空
偵
察
等

を
行
い
ま
し
た
。
２
日
目
は
、
ホ
イ
ス
ト

訓
練
で
す
。
津
波
で
避
難
タ
ワ
ー
に
取
り

残
さ
れ
た
人
を
救
助
す
る
と
い
う
想
定
の

下
、
昼
夜
間
に
わ
た
り
訓
練
を
実
施
し
ま

し
た
。
避
難
タ
ワ
ー
で
の
訓
練
は
初
め
て

の
経
験
で
あ
り
、
さ
ら
に
降
着
場
所
は
と

て
も
狭
か
っ
た
た
め
緊
張
し
ま
し
た
が
、

日
頃
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮
し
普
段
通
り

に
実
施
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

実
際
に
災
害
が
発
生
し
た
時
に
、
一
人
で

も
多
く
の
方
々
を
早
く
、
安
全
に
救
助
す

る
た
め
に
は
、
日
々
訓
練
に
精
進
し
、
い

つ
で
も
普
段
通
り
に
行
動
が
で
き
る
よ
う
、

練
度
を
積
み
上
げ
て
お
く
こ
と
が
大
事
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

訓練所感

旅
団
災
害
対
処
訓
練
に
参
加
し
て

第１４飛行隊
陸士長 渡邉 太陽

第１４特殊武器防護隊

「
誰
が
見
て
も
わ
か
る
よ
う
事
前
の
倉
庫
・
資

材
へ
の
表
示
や
準
備
資
材
一
覧
表
の
整
備
が
必

要
で
あ
る
」
と
の
意
見
も
聞
か
れ
、
隊
員
の
即

応
意
識
の
高
揚
を
確
認
し
た
。

司
令
部
付
隊
は
今
後
も
各
種
訓
練
に
お
い
て

「
最
悪
の
事
態
を
想
定
」
し
つ
つ
、
こ
れ
に
対

応
で
き
る
実
力
を
養
っ
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

常に最悪の事態を想定して

術科試験（アンテナ建柱） 学科試験

命令下達の様子

昼夜におけるホイスト訓練の実施

指揮所開設の様子



企

画

・
構

成

趣
向
を
凝
ら
す

５

令和５年度第１４旅団音楽まつりで様々な演目を披露

１４旅団公式ＨＰでも
様々な写真を公開中です♪

タクマ君によるドラム演奏

第１４音楽隊

第
14
音
楽
隊
（
隊
長

中
福

島
昭
洋
２
等
陸
尉
）
は
、
３
月

２
日
、
「
令
和
５
年
度
第
14
旅

団
音
楽
ま
つ
り
」
に
参
加
し
た
。

第
14
旅
団
音
楽
ま
つ
り
は
、

香
川
県
高
松
市
の
レ
ク
ザ
ム

ホ
ー
ル
（
香
川
県
県
民
ホ
ー

ル
）
に
お
い
て
例
年
行
わ
れ
て

い
る
第
14
旅
団
主
催
の
イ
ベ
ン

ト
で
、
第
14
音
楽
隊
の
他
に
旅

団
管
内
か
ら
幅
広
い
部
隊
が
参

加
し
、
自
衛
太
鼓
演
舞
、
ら
っ

ぱ
吹
奏
及
び
ド
リ
ル
等
を
披
露

す
る
も
の
で
あ
る
。

しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１８７号 令和６年（2024年）２・３月四 国

私
の
お
母
さ
ん
は
自
衛
隊

さ
ん
で
す
。

い
つ
も
お
仕
事
を
と
て
も

が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
お
家

に
帰
る
と
、
ご
は
ん
を
作
っ

た
り
、
洗
た
く
を
し
た
り
片

付
け
を
し
ま
す
。

私
は
テ
レ
ビ
を
み
て
い
ま

す
が
、
地
し
ん
等
の
速
報
が

流
れ
る
と
お
母
さ
ん
は
気
付

い
て
い
な
い
の
で
、
い
つ
も

私
が
教
え
て
あ
げ

ま
す
。
教
え
て
あ
げ

る
と
、
「
分
か
っ
た

よ
！
あ
り
が
と
う
」

と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。

私
は
お
礼
を
す
ぐ
に

言
っ
て
く
れ
る
お
母

さ
ん
は
す
て
き
だ
な

と
思
い
ま
す
。
地
し

ん
の
こ
と
を
伝
え
る

と
お
母
さ
ん
は
お
仕

事
の
顔
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
お
母
さ

ん
が
お
仕
事
に
行
く

と
さ
び
し
い
で
す
。

で
も
私
は
地
し
ん
等

の
速
報
が
あ
っ
た
ら

教
え
て
あ
げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
お
仕

事
が
ん
ば
っ
て
ほ
し

い
で
す
。

「お母さん」
第１５即応機動連隊
２等陸曹 日吉 道子

娘 陽椛ちゃん

陸上自衛隊 第１４旅団

逐次発信中！

陸上自衛隊広報チャンネル
（YouTube）に

「自衛隊式感染症予防」
を掲載中！

第１４旅団唯一の入浴、洗濯支援を行う
需品サービスのプロフェッショナル

周
り
の
方
に
聞
き
ま
し
た
！

亀
滝
3
曹
は
ど
ん
な
人
で
す

か
？何

事
に
対
し
て
も
、
意
欲

的
で
業
務
の
中
で
の
問
題
点

な
ど
を
常
に
考
え
、
業
務
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
班
長
の
補
佐
、
後

輩
指
導
に
も
力
を
入
れ
て
お

り
、
先
輩
、
後
輩
と
も
に
信

頼
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

第
14
後
方
支
援
隊

故
島
３
曹

第１４後方支援隊

亀滝 奏人（かめたき そうと） ３等陸曹
趣味 ： バスケットボール

好きな食べ物 ： 焼肉、甘いもの

■
第
１
０
３
期
幹
部
初
級
Ｂ
Ｕ
課
程

信
友
会
長
賞

第
14
通
信
隊

３
等
陸
尉

水
原

諒
二

■
第
91
期
初
級
陸
曹
特
技
課
程
（
偵
察
）

富
士
学
校
普
通
科
部
教
育
課
長
賞

第
15
即
応
機
動
連
隊

３
等
陸
曹

大
嶋

健
太
郎

■
第
１
４
７
期
初
級
陸
曹
特
技
課
程

（
戦
車
・
機
甲
戦
闘
車
）

機
甲
科
部
長
賞

第
15
即
応
機
動
連
隊

３
等
陸
曹

川
上

侑
樹

機
甲
科
部
教
育
課
陸
曹
教
育
班
長
賞

第
15
即
応
機
動
連
隊

３
等
陸
曹

山
下

陽
世

■
初
級
陸
曹
特
技
課
程
（
軽
火
器
）

第
４
陸
曹
教
育
隊
長
賞

第
15
即
応
機
動
連
隊

３
等
陸
曹

池
田

侑
司

■
三
軒
屋
駐
屯
地
警
備
支
援

「
褒
章
状
」
（
三
軒
屋
駐
屯
地
司
令
）

第
14
後
方
支
援
隊

１
等
陸
士

多
田

亮
右

１
等
陸
士

田
中

王
凱

■
ラ
イ
ジ
ン
グ
サ
ン
ダ
ー
23

「
褒
章
メ
ダ
ル
」
（
米
陸
軍
第
14
砲
兵
旅
団
長
）

第
15
即
応
機
動
連
隊

３
等
陸
曹

角
田

俊
輔

「
褒
章
メ
ダ
ル
」
（
第
13
旅
団
第
８
普
通
科
連
隊
長
）

第
15
即
応
機
動
連
隊

２
等
陸
曹

小
鳥
田
斗
南

第
14
情
報
隊

１
等
陸
曹

金
久

史
郎

「
褒
章
メ
ダ
ル
」
（
米
陸
軍
第
17
砲
兵
旅
団
長
）

第
14
情
報
隊

陸
士
長

根
木

敦
貴

■
第
44
回
中
部
地
区
自
衛
隊
剣
道
大
会

団
体
戦
「
優
勝
」

第
15
即
応
機
動
連
隊

先
鋒

陸
士
長

山
本

悠
太

次
鋒

３
等
陸
曹

川
崎

孝

中
堅

３
等
陸
曹

山
本

大
地

副
将

３
等
陸
曹

鈴
木

裕
貴

大
将

２
等
陸
曹

山
口

澄
之

敢
闘
賞

第
15
即
応
機
動
連
隊

陸
士
長

山
本

悠
太

■
令
和
５
年
度
第
95
回
香
川
県
社
会
人
リ
ー
グ

卓
球
大
会

四
部
「
優
勝
」

（
チ
ー
ム
善
通
寺
自
衛
隊
）

第
15
即
応
機
動
連
隊

３
等
陸
曹

峯

吉
規

３
等
陸
曹

故
島

壮
佑

■
第
63
回
県
下
剣
道
段
別
選
手
権
大
会
男
子

七
段
の
部

「
優
勝
」

第
14
情
報
隊

２
等
陸
曹

小
川

直
樹

■
第
23
回
全
日
本
短
剣
道
大
会

「
第
３
位
」
（
男
子
団
体
の
部
）

第
50
普
通
科
連
隊
（
チ
ー
ム
Ｃ
）

先
鋒

３
等
陸
曹

山
下

裕
生

中
堅

３
等
陸
曹

石
井

陵
祐

大
将

３
等
陸
曹

政
岡

幸
汰

「
第
３
位
」
（
個
人
成
年
Ａ
の
部
）

第
50
普
通
科
連
隊

３
等
陸
曹

石
井

陵
祐

３
等
陸
曹

八
木

達
也

「
第
３
位
」
（
個
人
成
年
Ｂ
の
部
）

第
50
普
通
科
連
隊

２
等
陸
曹

上
村

直
哉

部 内 ・ 外 表 彰

部外

部内

第
14
音
楽
隊
は
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
演
奏
に
始
ま
り
、
ス
テ
ー
ジ

ド
リ
ル
、
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
ジ
ャ
ズ
演
奏
、
ス
テ
ー
ジ
演
奏
を
行
っ

た
。中

で
も
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド
ジ
ャ
ズ
演
奏
曲
の
「
シ
ン
グ
・
シ
ン

グ
・
シ
ン
グ
」
で
は
、
陸
上
自
衛
隊
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
タ
ク

マ
君
に
扮
す
る
隊
員
の
ド
ラ
ム
演
奏
が
好
評
を
博
し
た
。

ま
た
、
旅
団
選
抜
ら
っ
ぱ
隊
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
演
奏
は
、

音
楽
隊
と
の
息
の
合
っ
た
演
奏
と
ら
っ
ぱ
手
の
ス
テ
ー
ジ
ド
リ
ル

で
会
場
が
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

当
日
は
募
集
対
象
者
で
あ
る
学
生
や
周
辺
住
民
等
の
幅
広
い
聴

衆
に
来
場
い
た
だ
き
、
第
14
旅
団
の
Ｐ
Ｒ
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ

と
が
で
き
た
。

選抜らっぱ隊による
らっぱドリル

亀
滝
3
曹
に
聞
き
ま
し
た
！

日
頃
ど
の
よ
う
な
お
仕
事
を

さ
れ
て
い
ま
す
か
？

善
通
寺
駐
屯
地
所
在
部
隊

や
第
14
旅
団
隷
下
部
隊
へ

の
、
入
浴
、
洗
濯
支
援
、
水

タ
ン
ク
車
に
よ
る
給
水
活
動
、

浄
水
セ
ッ
ト
を
使
用
し
た
水

の
浄
水
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

入
浴
、
洗
濯
、
給
水
、
浄

水
の
使
用
目
的
、
用
途
及
び

作
業
種
類
は
多
種
多
様
で
あ

り
、
か
つ
緊
急
を
要
す
る
も

の
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
、

各
部
隊
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

支
援
を
行
う
こ
と
で
隊
員
の

身
体
的
疲
労
及
び
精
神
的
疲

労
の
回
復
に
努
め
る
よ
う

日
々
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

忙
し
い
こ
と
も
多
い
で
す
が
、

支
援
を
行
っ
た
際
、
各
部
隊

の
方
々
か
ら
感
謝
の
言
葉
を

頂
い
た
と
き
は
、
と
て
も
や

り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

今
回
は
旅
団
唯
一
の
兵

站
支
援
を
行
う
専
門
部
隊

で
あ
る
「
需
品
サ
ー
ビ
ス

班
」
に
所
在
し
て
い
る
亀

滝
３
曹
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当

て
て
い
き
ま
す
。



６

旅団火力戦闘の骨幹部隊の歴史に幕

しこくＳｈｉｋｏｋｕ第１８７号 令和６年（2024年）２・３月四 国

昭
和
56
年

第
２
混
成
団
特
科
大
隊
編
成
完
結

沿 革

19812024
平
成
６
年

松
山
駐
屯
地
へ
移
駐

平
成
18
年

第
14
旅
団
編
成
完
結
に
伴
い
第
14
特
科
隊
へ

平
成
30
年

第
14
旅
団
の
機
動
旅
団
化
改
編
に
伴
い
中
部
方
面
特
科
隊
へ

令
和
６
年

体
制
移
行
に
伴
い
中
部
方
面
特
科
連
隊
第
４
大
隊
へ

2018 2006 1994

昭
和
56
年
３
月
、
第
２
混
成
団
の
新
編
に
伴
い
、

第
13
特
科
連
隊
第
４
大
隊
及
び
第
５
大
隊
第
12
中
隊

を
基
幹
部
隊
と
し
、
第
６
大
隊
か
ら
１
個
高
射
中
隊

を
含
め
日
本
原
駐
屯
地
（
岡
山
県
）
に
お
い
て
、
第

２
混
成
特
科
大
隊
と
し
て
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
装
備
火
砲
が
１
０
５
㎜
り
ゅ
う
弾
砲
及

び
１
５
５
㎜
り
ゅ
う
弾
砲
Ｍ
１
／
58
式
か
ら
１
５
５

㎜
り
ゅ
う
弾
砲
Ｆ
Ｈ
70
に
改
編
さ
れ
、
さ
ら
に
平
成

６
年
３
月
に
は
日
本
原
駐
屯
地
か
ら
松
山
駐
屯
地
へ

移
駐
し
、
松
山
駐
屯
地
の
主
力
部
隊
と
し
て
、
そ
の

伝
統
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

平
成
18
年
３
月
、
第
２
混
成
団
の
旅
団
化
改
編
に

よ
り
第
14
特
科
隊
に
、
ま
た
、
平
成
30
年
３
月
、
第

14
旅
団
の
機
動
旅
団
化
改
編
に
よ
り
、
中
部
方
面
特

科
隊
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
旅
団
の
火
力
戦
闘
の
骨

幹
部
隊
と
し
て
任
務
を
達
成
す
べ
く
練
成
に
励
ん
で

き
ま
し
た
。

中部方面特科隊長
細川 香宣 １等陸佐

令
和
６
年
３
月
21
日
、
中
部
方
面
特
科
隊
は
そ
の
歴

史
に
幕
を
下
ろ
し
、
中
部
方
面
特
科
連
隊
第
４
大
隊
と

し
て
、
新
た
な
歴
史
の
１
ペ
ー
ジ
を
刻
み
始
め
ま
す
。

中
部
方
面
特
科
隊
長
と
し
て
奉
職
し
た
こ
の
１
年
３

か
月
は
、
短
く
も
非
常
に
密
度
の
濃
い
期
間
で
し
た
。

旅
団
の
新
た
な
火
力
戦
闘
・
火
力
調
整
要
領
の
案
出
、

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
向
上
、
日
米
共
同
の
深
化
等
、
旅
団

の
火
力
戦
闘
骨
幹
部
隊
と
し
て
の
任
務
を
着
実
に
果
た

し
て
参
り
ま
し
た
。

中
部
方
面
特
科
連
隊
第
４
大
隊
は
、
第

14
旅
団
と
は
平
素
隷
属
の
関
係
で
は
な
く

な
り
ま
す
が
、
同
じ
任
務
を
遂
行
す
る
チ

ー
ム
の
一
員
と
し
て
、
引
き
続
き
密
接
な

関
係
を
保
ち
、
こ
の
四
国
に
所
在
す
る
唯

一
の
火
力
戦
闘
部
隊
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
続
け
て
参
る
所
存
で
す
。

体
制
移
行
に
伴
い
賜
っ
た
第
14
旅
団
の

み
な
さ
ま
の
お
力
添
え
に
感
謝
申
し
上
げ

る
と
と
も
に
、
中
部
方
面
特
科
連
隊
第
４

大
隊
の
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

年 表


